
Taylors Engineering & Welding Services は、30 年以上に
わたり、石油化学業や鉱業をはじめとするさまざまな業界向
けの船舶ファブリケーションサービスを、西オーストラリア
市場に提供してきました。Taylors の事業の多くはオースト
ラリアとニュージーランドの規格に従って行われていますが、
米国機械学会（ASME）の対象に該当するプロジェクトに関
与する依頼を定期的に受けています。

以下では ASME 認証プロセスと、それがどのように複数のメリットとさらな
る成長の見通しを同社にもたらしたかについて、Taylors の品質管理者である
Mathew Lee 氏に話を伺います。

なぜ ASME なのか
ASME 認証マークスタンプは圧力容器
の品質を示すものであり、容器の設計、
ファブリケーション、テストが ASME
ガイドラインに適合していることを保
証します。ASME 認証マークスタンプ
は世界 100 か国以上で使用されてお
り、すべての管轄区域で認定され、多
くの現地の規制機関の承認に必要です。

Taylors は、ASME 認証を取得するこ
とで、既存顧客のニーズによりよく応
えられるようになり、ASME の堅牢性
により、自社の能力とプロセスに関す
る信頼を市場でさらに育むことで、将
来の成長に向けた競争力のある機会が
もたらされると考えました。

将来の成長に向けた 
ポジションを 
ASME で確保
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01. 背景
T a y l o r s  E n g i n e e r i n g  a n d 
Welding Services は、1987 年 の
設立以来、西オーストラリア州全域
の石油化学および鉱業分野に溶接・
ファブリケーションサービスを提供
していることで定評があります。

Taylors は 200 人の従業員を擁し
ており、あらゆる規模の複雑なプロ
ジェクトを手掛け、品質、安全性、
環境を損なうことなく完成まで責任
を持つことができます。

02. 結果
わ ず か 3 か 月 で ASME 認 証 マ ー
クスタンプを取得し、オーストラ
リ ア で は 数 少 な い ASME 認 定 店
の 1 つとなりました。これにより、
Taylors は自社の顧客ベースのニー
ズにより良く対応できるようにな
り、自社のシステムと能力に対する
信頼を高めることで、地域市場で
Taylors のサービスを拡大すること
ができます。

　  既存のクライアントの 1
社から、海外の工場に熱交換
器を実際に供給できるかど
うかについて打診がありま
した。その熱交換器のロケー
ションでは、ASME 認証が必
要です。

また、臨時の要請も時々受け
ていたため、これは先に進む
良い機会になると考えまし
た。”
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認証プロセス
Taylors は 2020 年半ば、ASME 認証
の可能性について調べるために LRQA
にアプローチしました。LRQA サー
ベ イ ヤ ー の Rao Doddi が Taylor の
ASME 検査担当者に任命されていま
す。Mathew Lee 氏とそのチームは、
ASME や、適用されるより広範な溶接・
材料規格に関する Rao の深い知識にす
ぐに感銘を受けました。

“LRQA との仕事はよい経験でした。
Rao 氏はプロセス全体を通じて、素晴
らしいレベルの知識と経験を提供して
くれました。同氏と仕事をしていたの
は短期間でしたが、当面の目標達成に
必要なものを提供してくれただけでな
く、長期的に企業全体として必要なも
のについて耳を傾けてくれました。”

Taylors は材料調達の過程で予期せぬ
障害に直面しましたが、Rao は提示さ
れた代替材料について検討し、再認証
を申請する際に同社を導くことができ
ました。

それは大変な作業であり、堅牢な品質
と溶接プロセス・システムの両方が関
わるものでしたが、Taylors と LRQA
の専門家による強力なコラボレーショ
ンで、新型コロナウイルスによる制限
が続いていたにもかかわらず、わずか
3 か月で ASME 認証を取得することが
できました。

LRQA を選んだ理由

　  オーストラリアで ASME
認証の可能性を探り始めたと
き、LRQA が一番の選択肢と
なりました。迅速なサービス
を提供し、話し合いでは最初
から前向きで、プロセスを明
確にしてくれました。”

Mathew 氏はまた、プロセスの大部分
はリモートで行われ、包括的であり、
非常に明確に定義されて実行されてい
るようだ、と語りました。“リモート審
査中に一貫したフォーカスを維持する
ことが唯一の課題でしたが、テクノロ
ジーとプロセスによってこれを実現で
きました”と同氏は述べています。

Taylors は結果として、地元の修理市
場と新規の建造輸出市場の両方をさら
に探る上で、より有利なポジションに
立てたことを確信しています。

LRQA を選ぶ理由
お客様と協力し、直面するリスクを管
理・軽減することで、急速に変化する
世界への積極的な対処をいつでも当社
が支援します。コンプライアンスから
データ駆動型のサプライチェーン改革
まで、未来の状況を成り行きに任せる
のではなく、お客様が自ら構築するサ
ポートをするのが当社の仕事です。そ
の方法は以下のとおりです。

戦略的なビジョン
当社の技術的ノウハウ、セクターの専
門知識、革新的で先見性のあるアプロー
チが、現在の課題に対処し、将来的に
より安心、安全、持続可能な組織にな
るための支援を提供します。

技術的な専門知識
当社のスタッフは各部門のエキスパー
トです。 お客様固有の課題、基準、要
件を明確に理解した上で、認証、ブラ
ンド保証、食品安全、サイバーセキュ
リティ、検査、トレーニングに関する
豊富な知識を活用し、お客様の課題へ
の対処を促します。

グローバルな能力
120 か国以上で事業を展開し、世界中
の 30 以上の認証機関に認められ、ほ
ぼすべてのセクターをカバーしていま
す。リスクの管理、改善の推進、世界
中のステークホルダーとの信頼関係の
構築に向けてお客様を支援します。

効果的なパートナーシップ
どのビジネスも固有の特徴があります。
だからこそ、当社のエキスパートがお
客様と協力し、そのニーズと目標を完
全に理解し、支援のためのベストな方
法を検討することが必要です。

フレッシュな視点
当社はこの業界の形成に率先して取り
組み、あらゆる機会を利用して顧客と
協力し、新たなアイデア、サービス、
イノベーションを今も開拓しています。
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をご覧ください。
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